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実験研究の目的

結論 参考文献

考察

MPPT動作中のPV性能
リアルタイム診断技術

従来の経緯

・屋外で稼働太陽電池モジュールやシステムの性能を正確に
把握する必要性が益々高まっている。

・IV特性についてはこれまでに、±0.5%程度以内の良好な再現
性での屋外性能評価が可能な技術を開発した[1]-[4]。しかし
評価のためにMPPT動作を止める必要がある。

・従来の常時監視は主に最大出力Pmaxデータに基づき、長期
のデータや相対比較が必要な場合が多かった。

本研究の目的

・太陽電池の稼働中に、MPPT動作を止めることなく、リアルタ
イムで太陽電池の性能評価・故障診断を高精度に行う技術
を開発する。

産総研九州センター（佐賀県鳥栖市）太陽電池屋外曝露サイトでMPPT
稼働中のE-1A、E-1Bシステムにおいて、ImpとVmpの常時計測を実施
（Imp: 最大出力動作電流、Vmp: 最大出力動作電圧）

・PVセンサー（PVMS）で照度測定[2]
・Vmp, Impの温度補正[5]

PVMS
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Imp, Vmp生データ

Vmp25℃に温度補正[5]( ){ }12
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照度Gに対するVmp, Imp/G

時系列のVmp, Imp/G 天候に依存しない性能指標

照度、温度
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・MPPT動作中のVmp, Imp（, T, G）から、太陽電池のSTCおよび低照
度におけるPmax等のDC性能をリアルタイムで再現性良く定量評価
できる基礎技術を開発した。
・Pmax, Vmp等の絶対値再現性±0.5～±1%（暫定値）。
・経年変化診断や故障診断（部分影、電流不整合、抵抗増、等）の
リアルタイム化、低コスト化、高精度化。
・今後
・多くの事例での検証（ストリング、アレイ）
・PCSデータの利用
・照度温度のどちらか又は両方を割愛した場合の解析手法

STCにおけるVmp, Imp, Pmaxを正確に評価できる新手法を開発した[5][6]

Vmpの温度補正 ⇒ 僅かなVmpの変化を敏感に検出

小さな部分影によるImp低下⇒Vmp増加[5]

曇天：散乱光大⇒部分影の影響小 晴天：直達光大⇒部分影の影響大

PVMSによる照度計測 ⇒ Imp , Pmaxの変化も正確に検出

汚れによるImpの僅かな低下と洗浄による一時回復を検出

低照度時（●●）にも、高照度時（●）と同様の診断が可能
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